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第３編 課題研究の経験を活かす
本校の理数科では，次のような目標を設けています。

（１）自然科学の系統的な学習を深めるとともに，総合的な学力の育成をめざす。

（２）主体的・体験的学習を通して，問題を発見し，処理する能力と豊かな創造力を育て，科学技術の発展

や情報化社会の担い手となる人材を育成する。

（３）国際的に活躍できる科学者としての英語力を育成する。

この目標を達成するための実践的なプログラムが課題研究です。もちろん，研究規模（研究レベルや研究に

要する時間，研究インフラなど）を考えると，大学や大学院での研究，一般の研究所での研究には遠く及ばな

い研究です。しかし，課題研究の全プログラムに配置された各々の内容の根底にある理念は，本校理数科を巣

立ち，研究者としての道を歩むとき，きっと役立つものとなっているはずです。

第１章 課題研究の効果
課題研究を通じて身につけた科学的思考や表現力などの科学的能力や実際の研究の中でグループ活動を通じ

て得られる協同性は，将来，大学や社会人としての研究活動でも役に立つものです。例えば，「創生研究」や

「発展研究」でのテーマ決めを通じて将来進学したい学部について考えたり，「論文作成」から「研究発表」

までを高校で行うことで大学や大学院，就職先での研究に取り組む時，科学的思考や姿勢が養われていること

でよりスムーズに取り組めることでしょう。また，課題研究では，実験ノートを使用するので記録を取ること

の大切さや失敗などをした時の考察にも役に立ち，このような活動を行う姿勢は今後の研究活動に大いに役に

立つし社会活動においても，客観的に振り返り，修正をかけていくことは必要であり，このような「メタ認知」

は必ず仕事や研究活動だけでなく「生きる力」の形成に役に立つものです。このように課題研究を通じての経

験は大学や社会において，様々な困難を克復していく上でも重要な役割を担うものです。

１．科学的思考力への効用

科学的な思考力は，知識と経験を積み重ねること

で培うものです。理科が好き，数学が好きがその根

底にあることはもちろんですが，好きなだけでは養

われないことを課題研究は教えてくれます。

そもそも，科学的思考力とは，次のような力だと

とらえられています（（→）内は課題研究の内容）。

・自然の事物・現象から問題を把握する力（→研究

テーマの設定）

・その事象の生じる原因や仕組みを調べる観察，実

験を計画・実施する力（→研究計画）

・観察や実験の結果などを分析的・総合的に考察す

る力（→実験・観察結果の分析と考察）

・考察の中から規則性を見いだし，普遍的一般的な

科学概念（再現性，客観性，実証性を兼ねそろえ

た物の考え方）を形成する力（→研究全体の方向

性）

・既知の事柄や原理・法則などを基に，新たに直面

した事象を論理的に説明しようとする力（→研究

論文）

課題研究は，これらの力をすべて培うことができ

る実践型プログラムです。理科や数学で学ぶ科学的

知識や考え方に加え，課題研究という実践活動を通

して，理論を実際の「形」として体験（経験）する

ことによって，より深く科学的思考力を自分のもに

することができます。特に，研究に重要な鍵の一つ

「客観性」は，実際に体験してその重要性に気づく

ことが多いのです。また，ここで身につけた力は，

即戦的に使える力です。将来の研究活動に至る過程

の中でも，例えば，大学での実験レポートの作成や

試験問題をはじめとする諸課題の解決に道筋をつけ

てくれる力となるはずです。

課題研究で培われる総合科学力

コミュニケーション能力インテイク力

メタ認知力 科学探究の過程で独創性をもって論理的に思考し，
検証・改善を行うことのできる力

身の回りの自然事象や素材などを
科学研究の対象として取り込む力

他者に説明したり質問したりする
ための英語を含む双方向の表現力
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＜研究の現場からの提言＞

「研究者になってよかったこと」

岡山大学理学部生物学科 高橋裕一郎

研究者はどんな人ですか

皆さんの中には理科が好きで，将来は研究者に

なりたいと考えている方もいるのではないでしょ

うか。研究者は，少し変わっていて，自分の研究

にしか興味がなく，人付き合いもよくなく，少し

ダサいファッションを身にまとった人と思ってい

ませんか。最後の点は当たらずといえども遠から

ずかもしれませんが，多くの研究者は，柔軟な考

え方をもち，いろんなことに興味を抱き，新しい

ことにチャレンジする精神をもち，世界中の研究

者と共同して研究を進められる社交性がある人物

だと思います。研究に取り組むときは遊び心やワ

クワクする気持ちをもつことが大切です。

生物の研究にはどんな知識が必要かな

私は高校では研究者を目指して勉強した訳では

ありませんが，理科がもっともおもしろいと感じ

ていました。しかし，勉強は英語・数学・物理・

化学の順に時間を割きました。英語と数学は身に

つけるのに時間がかかるし，文章を読んで深く理

解し，物事を論理的に考える方法を身につけるた

めに重要な教科であるからです。大学受験では物

理と化学をとりましたが，大学の学部時代の途中

から，これまであまり好きでなかった生物学に興

味をもつようになりました。それは生物学には未

知の分野が多く残されていることに気がついたか

らです。そこで，物理と化学の知識を活用して生

物学を研究できる植物の光合成を専門に選びまし

た。光合成生物の培養は生物学の手法，タンパク

質の単離は生化学の手法，反応の測定は精密な機

器を使う物理化学の手法を用います。必要とされ

る知識と技術は異なる学問分野をまたがっている

ので，「学際的」もしくは「異分野融合的」と言わ

れます。さらに，光合成の研究の世界の進展状況

を知るには，英語で書かれた論文を読まなければ

なりません。

ここまで読んでくると，どんな知識が必要か分

かってくると思います。もし生物学に興味がある

のなら，数学・物理・化学と英語をしっかりと学

ぶことをお勧めします。理科系に進みたいけど，

数学と物理は難しくて苦手，英語は記憶すること

が多くて大嫌い，生物なら何とかなりそうかな，

という消去法で生物を選んでは残念ですね。生物

学はとても魅力的な分野なのですから。

２．研究の「仕方」への効用

高校段階での課題研究の概念や方法は，大学（大

学院）や各種研究所など実際の研究現場の研究活動

を最大公約数的にフィードバックして組み立てられ

ています。従って，課題研究をしっかり行うという

ことは，将来，研究の現場に立ったとき，研究の「仕

方」の基礎をしっかりもって臨むことができるとい

うことです。もちろん，各研究機関によって，また

研究内容によって研究方法はまちまちですから，そ

の場での「仕方」を０（ゼロ）から素直に学ぶ必要はあ

りますが，研究を行う考え方や手順は，どの場合で

あっても基本的に同じです。課題研究を行うことに

よって，例えば「変数」や「条件制御」の考え方を

体験的に身につけた上でより高度な研究に臨むこと

ができます。また，研究テーマを設定する上での先

行研究との差別化や研究データの取り扱いの重要性

も理解できているはずです。

研究者になって大変だと感じたこと

さて職業として研究を続ける機会に恵まれるの

はとてもすばらしいことです。しかし，自立した

研究者として成長するには，自分独自の研究課題

を見つけなければなりません。さらに，自分の研

究に必要な研究費を獲得すること，新しい研究手

法を習得すること，必要に応じて国内外の研究者

と共同研究を始めること，などなども必要です。

こういう場面で役に立つのは学生時代での勉強，

趣味，クラブ活動などに熱中した経験です。高校

時代には目標に向かって勉強やクラブ活動に最善

を尽くし，自分はどこまでできるのかを試して欲

しいと思います。

研究者になってよかったこと

いろいろと苦労はあるとしても，新しいことを

発見し，それを発表して世界中の研究者から評価

されることは最もうれしいことです。この「感激」

は言葉で伝えることは難しいので，課題研究で味

わってほしいと思います。そして，研究者仲間と

研究について議論している時間は充実した気持ち

になれます。とくに海外の研究者仲間との研究交

流はすばらしい経験です。海外の研究室に行くこ

ともあれば，海外から研究室に来ることもありま

す。まさに「朋あり遠方より来る，また楽しから

ずや」の境地です。そのためにも，高校時代に語

学（英語）や世界の異なる習慣，宗教，考え方を

理解することは大切です。

高校時代はやるべきことがたくさんありますね。

頑張って下さい。
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３．研究論文の作成への効用

研究論文を書くという経験は，一般的には大学進

学後，早くても４年後，いわゆる学部ゼミ（研究室）

の卒業論文です。それは，主に研究室の先生から与

えられた研究課題（もしくは，与えられた課題の中

から選択して）について，型どおりに’研究’を行

い，型どおりに’研究結果’をまとめるものです。

高校時代に，自ら課題を見つけ，自らが工夫した実

験や観測によって得られた研究成果をアピールする

ために作成する研究論文を書いた経験は，（研究内容

は卒業研究には及びませんが，）意識の上では，卒業

論文を越えた価値があるとともに，その意識は，型

どおりに作成する卒業論文を書く際にも反映される

はずです。同じ研究を行っても，課題研究による研

究論文を書いた経験のない他のメンバーとは「一歩

リード」することになります。

また，研究論文は，科学的思考のステップを「論

文」という形式で表現したものです。これは，自然

科学に関して考えたり説明したりする手順でもあり

ます。

・主題･･･「何を問題にしているのか」

・要旨･･･「主張したいことをまとめる」

・序論･･･「最もアピールする点を主張する，仮説を

主張する」

・本論･･･「テーマを裏付ける具体的データ・結果を

指し示す（再現性，客観性，実証性の検

証）」

・結論･･･「結果とアピールポイントとの整合性を主

張する」

これらの思考のプロセスは，研究論文作成に限ら

ず，理系の人たちにとっては，身につけるべき必須

アイテムの一つです。課題研究を行うことによって，

少なくとも，その思考の基礎は身についていきます。

図１ 企業研究の現場
－岡山県農林水産総合センター生物科学研究所－

＜研究の現場からの提言＞

「本職をうならせる課題研究論文への道」

東京工業大学 石川 謙

課題研究発表を聞き，論文集を拝見しながら高校の

先生方と理工系大学教員の間で，研究の進め方と評

価基準に大きな違いがあることを感じています。ここで

は，1人の大学教員の立場から課題研究を本職の研究

者の論文や研究に近づけるヒントを考えてみたいと思

います。

まず最初に知っていて欲しいのは，「仮説」→「検証」

という流れの研究論文はほとんど存在しないことです。

では，研究論文にどのようなものがあるかというと，

1番目は，新たな現象の発見を報告するものです。

それまで予測されていない現象の発見は，新たな理論

の発達を促すものですし，応用上も大きな価値がある

こともあります。

2番目は，重要性は分かっているけれども詳しくは調

べられていなかった事柄を詳しく調べるものです。たと

えば，まだよく分かっておらず仮説も立てられないよう

な現象について，さらに調べて，何らかの規則を見い

だそうとするものです。

3番目は，何か新しい物を作ったことを報告する論文

で，たとえば，合成化学者が新しい分子を作った時の

論文です。

4番目は，仮説の提示自体が目的となる論文で，こ

れは，理論研究に多いものです。

そして，5番目は，提出されている仮説を検証する仕

事です。また，相反する仮説が提示されていることがあ

り，実験によりどちらがより正しいかを検証する場合もあ

ります。

何故仮説を立てて検証する論文が少ないかという

と，理工系の仮説というものは，単なる思いつきではな

く，それまでの多くの実験結果と整合して，その上で新

しい事柄を予言する理論体系であり，一つの知識の枠

組みだからです。もちろん，小さな枠組みも大きな枠組

みもありますが，その仮説が実証されると，さらに色々

なことが理解できるし作り出せるようなものなのです。逆

に，新たな予言能力がなく，それまでの知識との関連も

無いようなものは仮説とは呼ばれません。

仮説や検証がなく，どのように論文が進行するかとい

うと，最初に，行う研究の背景知識の説明があり，その

上で，行う研究が分野に対してどのような価値を持つ

結果をもたらすかの主張が行われます。ただし，これら

の主張は研究結果が分かった時点で，遡って構築され
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るもので，研究の最初に予想していたこととは大抵は違

っています。論文に大切なのは論理的に構築されてい

ることで，どのような論文になるかは，最終的な結果が

でないと定まらないのですが，それでも，研究の過程で

得られた結果を見ながら，巧くいった場合もいかなかっ

た場合も想定して，論理の組み立てを行いながら研究

は進んでいきます。

上の段落に「最初に予想していたこと」という

文言が出てきました。それは「仮説」ではないか

と思った人もいるかもしれません。確かに似たと

ころはあるのですが，仮説のような体系的なもの

ではなく，その場の思いつきに近いもので「作業

仮説」と呼ばれるものです。課題研究で皆さんの

先輩が提示した「仮説」は作業仮説レベルのもの

で本当の仮説を見たことがありあません。

「仮説」に対して作業仮説は，研究を進めていく上で

必須のもので，分からない現象や問題にあたったとき

に，経験と直感と可能な限りの論理で作り出すもので

す。どんな実験をすれば，より多くの情報や，可能性を

絞り込むための情報が得られるかの指針となるものもあ

ります。ただし，作業仮説の検証は，研究目的ではな

く，研究を進めるための一つの方策でしかありません。

そして，本職の研究者はほとんどの作業仮説は巧くい

かないことを経験的に知っています。作業仮説は討論

や新たな実験を通してどんどん変化していきます。時

には，遡ったところから違う作業仮説で研究を進め直

すこともあります。研究の過程で数え切れないほどの作

業仮説が立てられ捨て去られていきます。

課題研究論文を研究者が見た時に感じる違和感

は，意味の無い仮説の提示と論理的に破綻したり飛び

がある実験条件と考察です。これらはいずれも研究論

文として致命的な欠陥で，いくら発表が巧くなっても，

内容のない発表では学会では誰も相手にしてくれませ

ん。仮説の提示は仮説と作業仮説の区別がないことか

ら生じている可能性があります。自分で仮説と思ってい

るものが予言能力のある本当の仮説かはきちんと吟味

してください。

さて，どうすれば課題研究を本職の研究に近づけら

れるでしょうか。最後に少し考えてみましょう。

○観察や実験を通してダイナミックに論理的筋書きを

作ろう

研究の出発点は普段疑問に思ったことや，面白いな

と思ったことで良いでしょう。まず，課題に対して何が分

かれば面白いか，何を観察したり，どんな実験をすれ

ば知りたいことに繋がるかをじっくり考えます。なぜ，そ

のような観察や実験が必要かを論理的に説明できるこ

とが必要です。考えた方策が作業仮説です。

作業仮説が決まったらそれを試してみましょう。そし

わたしたちは，
科学的なものの考え方
に基づく表現ができます！

て，うまくいったら，論文のストーリーの展開をして，さら

なる作業仮説を考えます。だめだったら，その作業仮

説がだめなことから明らかになったことを踏まえて，別

の作業仮説を考えます。その結果，最初に思っていた

筋書きと異なっていっても問題ありません。最終的に論

理的にスジが通って，新しいことが含まれている話に成

長していけばそれは立派な研究です。

○早い時期から何度も研究経験者のコメントをうけよう

論理的な筋書きを作れるようになるのには訓練が必

要です。その第一歩は，自分の作ったストーリーや実

験計画が論理的に妥当かを研究経験者にチェックして

貰うことです。大学の教員は高校の先生と違って授業

は下手ですが，論理の欠落を指摘するのは得意です。

得意すぎるので大学の先生に意見を求めると全否定

に近いコメントになることもあると思います。でも，それに

めげないで下さい。卒論や修論の学生も日々繰り返し

ている過程なのです。そのコメントが納得いかなかたら

何故だめなのかを論理的に納得できるまで聞いていく

と皆さんの論理構築能力はどんどんと発達するでしょ

う。研究の最終段階になって全否定コメントを受けると，

研究の立て直しが困難です。また，繰り返しコメントを

貰った方が学ぶ事は多いです。研究の初めの段階か

ら可能な限りコメントを貰うようにして下さい。

○他の分野の先生にもアドバイスを求めよう

課題研究発表を見ていると，他の分野の先生の意

見も入れればもっと面白くなるのにと思うことがありま

す。特に多くの課題研究に足りていないのは統計も含

めた数学的解析です。研究は何かを明らかにするため

に行うので，そのために必要なら様々な分野の手法を

使うべきものです。他の分野の先生にもアドバイスをも

らって研究手法の幅を広げてください。そして，理論や

数式を適用する時には，細かい所もまでは分からない

としても，どんな背景に基づいた議論で，どこまで使っ

て良いのかをきちんと理解した上で使うようにしましょ

う。特に数式は，式の意味を自分の言葉で言い表すこ

とが出来るようにしてください。その努力により，現象へ

の理解が深まるでしょう。
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４．研究発表（プレゼンテーション力）への効用

研究発表に限らず，いろいろな場面でプレゼンテ

ーションを行う機会が多くあります。近年は，ＴＶ

コマーシャルでもプレゼンテーションをモチーフと

したものが多く見られます。このことは，社会に出

てからのビジネスツールとしての重要性を表してい

るのではないでしょうか。

プレゼンテーションは，本来，情報伝達の一つの

手法です。「どの場面で，誰に，何を伝えるか」によ

って，いろいろな形態がありますが，大切なのは，

スキルと「伝える力」です。プレゼンテーションス

キルの面では，「発表をどのように構成し，ストーリ

ーを作るか」，また，「配布する効果的な資料」や「ス

ライドやポスター等のマテリアルの使用」などが挙

げられます。「伝える力」の面では，声の大きさや動

き・態度に加え，「伝えよう！」とする熱意，エネル

ギーなどが挙げられます。・・・と社会に出てプレゼ

ンテーションを始めて行うときには教わります。課

題研究では，その成果を色々な発表の場面でプレゼ

ンテーションします。よくプレゼンテーション力の

向上には，「場数を踏むこと」と言われます。課題研

究の成果発表によって，高校生の段階で「場数を踏

む」ことになります。プレゼンテーション力の向上

は，必ずしも研究発表だけに活用されるものではあ

りません。いかに「伝えたいことを明確にアピール

できるか」が目的ですから，大学入試の面接や口頭

試問の場面でも科学的思考力と合わせて有効な力と

なります。また，大学や大学院では，卒業論文，修

士論文，博士論文の発表＝プレゼンテーションが必

ずあります。さらに，将来，研究の場に就けば，研

究成果の発表だけでなく，研究予算獲得のためのプ

レゼンテーションを行う必要も出てきます。このよ

うに，今後，様々な場面で必要となるプレゼンテー

ションの基礎を課題研究でしっかり身につけておく

ことで，将来のどの場面でも円滑な発表活動を臨む

ことができます。

＜研究の現場からの提言＞

「きちんと伝えることの難しさ、大切さ」

株式会社林原 研究開発本部 基盤研究部

シーズ探索課 課長 山本 朗子

皆さんは，ハイコンテクスト文化・ローコンテ

クスト文化という言葉を聞いたことがありますか。

コンテクストとは文脈・背景などと訳される言葉

で，アメリカの文化人類学者エドワード・ホール

が提唱した考え方です（興味があれば、ぜひ調べ

てみてください）。日本文化はコンテクストに依存

している度合いが高い，つまりかなりハイコンテ

クストである，というように考えられています。

我々が日頃使っている日本語もコンテクストに依

存した形で普段のコミュニケーションに用いられ

ています。阿吽の呼吸，ツーカーの仲，といった

表現もその表れでしょう。限られた間柄では威力

を発揮するそのようなやりとりも，全ての人にそ

のやり方で通じるわけではありませんね。他の人

に物事を伝える際にはその点を意識して行わない

と，伝えたい内容が十分伝わらない，あるいは意

図とは違ったように伝わる，ということが起きて

しまいます。

研究の場では，自分の実験や検討の結果から何

がわかったか，その先どうするか等，日々周りの

人とディスカッションしながら進めて行きます。

また研究成果を文章やポスター，口頭で発表する

際はどのような場面・相手に伝えるか，というこ

とを意識して発表を準備します。また，企業での

研究であれば，「研究開発から出たものをさらに製

品・サービスの形にして提供しお客さまに選んで

いただき満足していただく」という流れの中のそ

れぞれのステップで，バックグラウンドのかなり

異なるであろう相手にきちんと伝えて理解、納得

してもらうことが非常に重要です。

さて、皆さんは課題研究を通して様々な形での

コミュニケーションを経験することでしょう。自

分の伝えたいことを相手にわかってもらう嬉しさ

を感じることもあるでしょうし，逆に伝わらない

もどかしさや相手とのギャップを意識することも

あるでしょう。伝えることの難しさを意識して，

それを乗り越えながら仲間と課題研究を行ったと

いう経験は，皆さんのこの先の研究や社会生活で

必ず役に立っていくだろうと思います。

図２ 研究のコミュニケーション
－株式会社林原の山本先生－
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５．コミュニケーション力への効用

人は，言葉を使う生きものです。自分の意志を正

しく人に伝え，人の述べていることを正しく理解す

る言語活動は，繰り返しの練習によって培われます。

科学研究においては，研究成果を発表する場面が最

も顕著な場面ですが，研究活動の中にこそ，このコ

ミュニケーション力＝「伝える力」「聴く力」が必要

となります。課題研究では，その全ての過程を通し

て，コミュニケーション力が求められる場面を体験

的にし，力が養成されます。例えば，グループによ

る研究活動では，メンバー同士のコンセンサス（意

志の合意）なしに研究は進捗しません。自分の考え

を正しく相手に伝え同意を求める表現の工夫，相手

の意見や考えを正確に聴くことのできる言葉の理解

力が両立してこそグループの統一した会話（議論）

が成立します。このことがうまくできなければ，研

究そのものが停滞してしまいます。課題研究の成果

を正しい方向に終結させるということは，このよう

なコミュニケーションの力を向上させることも重要

に要素の一つです。

コミュニ

ケーション

の力をアッ

プさせるこ

とは，グル

ープの活動

を進展させ

る と 同 時

に，周囲の

人からの意見で自分の考えを整理したり修正したり，

また，人がもっている知識や考え方を新たに取り入

れたりすることができ，自分自身を成長させること

にもつながるのです。

よくある会話になっていない会話

これでは研究は進みません

ぼくは，これが
したい！

そんなのだめ
に決まってる！

わしは
これが
したい！

わたしは
どれでも
いいわ！

お互いを高め合うコミュニケーション

課題研究の活動は自分自身を成長させる場です

今までの
わたしとは
違うわ！

考えの
整理

考えの
修正

新しい
知識

新しい
思考

＜研究の現場からの提言＞

「相手の反応の予想しながら話そう」

岡山大学教育学部 喜多雅一

聴衆(聞き手，伝えたい相手)に向かうとき，不

特定多数というよりはある程度はっきりした対象

者に向かって話す場合は，いくつかのパターンに

なります。

１．科学的な知識や考え方が自分よりもおそらく

少ない，または狭いと思われる相手：自分より

も学年が低い，例えば小学生に対するときは自

分がその学年で習ったこと以上には知らないと

おもわれるので，それを想定してわかりやすく

説明したり，まだ習っていない専門用語をわか

るように解説したり，イメージを絵で説明した

りする必要があります。

２．同じ学年：まさに相手が何を知っていて何を

知らないかわかっているので，相手にわかって

もらうにはどのように説明したらいいかが簡単

に予想できるはずです。となりの友達にわかる

かどうか 聞きながら作れますね。

３．上級生や大学生(または専門家，大学や企業の

研究者)：相手の方がおそらく知識やものの見方

がより高所なので，自分の発見や意見を聞いて

もらって，すばらしい発見かどうかの評価をし

てもらう。自分の発見や研究成果や行き詰まっ

ていることにアドバイスをもらうというスタン

スで，話すのも良いと思います。わからないこ

とがわかるというのは一段上に上がることです。

みなさんの場合は 2 や 3 の場合が多いと思いま

すが，1 も大事で内容がわかってもらいにくい相手

にわかりやすく説明しようとすると自分の理解の

深さが自覚でき，とても役に立ちます。2 は予想が

できるとして，3 の場合ですが，重点を置いて相手

に話すことが大事です。新しく発見できたと思う

ことを話して，相手からすばらしいといってもら

えれば，自信になるし，研究がスタックしている

場合はその困っていることを相談するようにすれ

ば有益なアドバイスがもらえます。大事なのは聴

衆を想定して，このようにプレゼンをすると相手

はきっとこういってくれるだろうという相手の反

応を予想しながらプレゼンを作ったり，発表をし

て欲しいということです。そうすると聴衆の人達

もみなさんの話を聞く構えができて聞きやすく，

伝わりやすいです。



卒業生コラム

○自己紹介

・長原 正人（平成２１年卒）

・九州大学大学院 理学府 地球惑星科学専攻 修士課程2年

・考古学、探検、資源探査、外交官。

○高校時代の課題研究について

・蒸発熱の測定法に関する考察

・私たちの研究は蒸発熱を自分たちで測定するというものでした。高校や大学では教科書や理科年表

の値を当たり前のように使って計算を行います。しかし，これらの数値は実験や観測に基づいて求

められたものであり，基礎研究について考える良い機会となりました。

○課題研究が今の自分，将来の自分にどのように活きているか

・中学時代から化石や鉱物といったものに興味があったものの，課題研究ではそれと全く関係のない

テーマを選択しました。地球化学は中学高校で地学を学習していなくても，自分の趣味や入学後の

大学での勉強で十分に取り返しがつく分野です。実際に地学を選択して入学している同級生は５０

人中２人くらいでした。私は課題研究を，自分の興味と全く違う分野を扱った貴重な経験ととらえ

ています。また，その際に培った論文の執筆手順は大学での卒業研究で大いに役立ちました。

○将来について

・私は今年から独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構，通称ＪＯＧＭＥＣで働いています（２

０１５／４～）。ＪＯＧＭＥＣというと，あまりなじみのない組織だと思います。当機構は日本に資

源・エネルギーを安定的，永続的に供給していくという使命を持つ経済産業省所管の独立行政法人

です。具体的には，石油企業や金属資源企業への融資や，資源探査から排水処理に至るまでの技術

提供，そして産業の安定を念頭に置いた資源の備蓄など，おおよそ資源と名のつく活動には関係し

ている組織です。九州大学時代の海底熱水鉱床や陸上鉱床を研究していました。写真はその調査風

景です（Ｎスぺ撮影時）。大学時代の探査経験を評価していただき，就職活動を通じて当機構の金属

資源部門で採用されました。今後、私の主な業務は中南米を中心とした海外での鉱床探査になるか

と思います。機会があればいつの日か体験をお話ししたいですね。

○現役生徒への伝えたいこと

・私は当時のＡＯ推薦を使って，九州大学に入りました。高校時分私はかなり変わった成績で，文系

科目の方が理系科目よりも圧倒的に得意で，一般入試では法学部を受けることも考えていました。

ところがセンター利用のＡＯ入試で，縁あって今の大学に入ることができました。面接では研究発

表や実技試験があり，課題研究での経験がその理系科目の欠点を補ったのだと思います。皆さんに

も，今は思い通りにならなくても，夢を実現する方法は一つではないということを忘れずに，その

経路を探すことと，可能性を広げるための勉強を続けてもらいたいと思います。


